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  日本能率協会マネジメントセンター 

第7回「あなたの手帳の流儀」調査 
 時代はアナログ＆デジタルの巧みな使い分け！来年は“併用派”が半数以上に 

 “手書き”が好きな人ほど、仕事やプライベートの満足度が高いという結果に 
～明治大学文学部教授 齋藤孝氏による解説付～ 

News Release                          2013年10月10日 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社日本能率協会マネジメントセンター（代表取締役社長：長谷川隆、東京都港区、以下JMAM [ジ

ェイマム]）は、20代～50代の男女1653名を対象に、スケジュール管理ツールや“手書き”に関する実態調

査を実施しました。 
 

【主な調査結果のポイント】 

 スケジュール管理は手帳がトップ！2位のスマートフォンを大きく引き離す 

スケジュール管理のメインツールは「手帳（40.4%）」がトップで、2位の「スマートフォン（20.7%）」

と2倍近くの差をつけた。年代別では、20代が手帳をメインツールとして使う人の割合が最も高かっ

た（45.0％）。手帳のサイズは、持ち運びスタイルの違いによる世代差がみられ、20～30代では比較

的大きめのサイズが人気である一方、40～50代では小型のポケットサイズに人気が集まった。手帳の

レイアウトは、「月間カレンダータイプ（52.9％）」がトップで、とくに女性では72.3％と圧倒的な人

気を集めている。 
 

 2014年は“併用派”が急増。全体の5割を超え多数派に 

今年、スケジュール管理において手帳やカレンダーなどのアナログツールのみを使用している「アナ

ログ派」は39.7％、スマートフォンやパソコンなどのデジタルツールのみ使用する「デジタル派」は

24.7%、アナログツールとデジタルツールを併用している「併用派」は 34.8%であった。さらに、来

年の予定を尋ねたところ「併用派」が20ポイント以上も増加し、過半数（56.6％）を占めることが分

かった。 
 

 「アナログ」と「デジタル」の用途に顕著な違い。使い分けの実態とは？ 

「併用派」を対象に各ツールの用途を尋ねたところ、アナログツールは「仕事・業務の記録」や「自

己実現に向けた目標」など、自分の考えや思いを整理して記すような用途に多く使用されている。一

方、デジタルツールは「友人の連絡先」や「マネー管理」など、情報をリスト化・集計して一律に管

理する用途に多く使用されており、両ツールの特徴を良く理解したうえで使い分けされている実態が

伺える。 
 

 手書きで自分を高める？手書きが好きな人は仕事やプライベートの満足度が高い傾向 

手書きの好き嫌いを調査したところ、7割近くが「好き（68.1%）」と回答。さらに手書きが好きな人

と嫌いな人を比較したところ、手書き好きの方が仕事やプライベートにおける満足度や自己肯定感、

向上心などが総じて高いことが明らかになった。この傾向について明治大学文学部 教授の齋藤孝氏は、

手書きが好きな人は「上手下手は関係なく自分の生み出した文字を愛せる、自分に対して肯定的な人

たち」であると解説している。 
 

＜調査実施概要＞ 

調査時期 2013年8月 調査対象 全国の20～50代の男女（有職者、パート･アルバイト、主婦） 

調査方法 インターネット調査 回 答 数 1653名 

■株式会社日本能率協会マネジメントセンター（JMAM）について 

JMAMは、日本能率協会（JMA）グループの中核企業として1991年に設立されました。通信教育・研修・アセスメント・eラーニン

グを柱とした人材育成支援事業、能率手帳の新生ブランド『NOLTY』や『PAGEM』を代表とする手帳事業、ビジネス書籍の発行を

中心とした出版事業を通じて、「成長したいと願うすべての人」を支援し続けていきます。www.jmam.co.jp 

 

 

 

 

【お問い合せ先】   ㈱日本能率協会マネジメントセンター NPB 事業本部 広報担当 矢野 

TEL:03-6253-8011  FAX:03-3575-2660  E-mail:PR@jmam.co.jp 

 ㈱プラップジャパン（広報担当）持冨、戸塚、横山 

TEL: 03-4580-9104 FAX: 03-4580-9130  E-mail:jmam@ml.prap.co.jp 

 

http://www.jmam.co.jp/
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手帳
スマート

フォン
カレンダー パソコン 携帯電話 ノート

タブレット
PC

その他

全体 40.4% 20.7% 16.6% 11.3% 7.1% 1.8% 1.3% 0.8%

男性 33.9% 24.1% 9.4% 19.9% 7.7% 2.2% 1.7% 1.1%

女性 46.9% 17.3% 23.7% 2.7% 6.6% 1.3% 1.0% 0.5%

20代 45.0% 28.6% 9.9% 6.7% 7.9% 1.0% 0.7% 0.2%

30代 40.3% 24.9% 17.4% 8.2% 5.8% 0.7% 1.9% 0.8%

40代 40.5% 17.0% 17.5% 13.8% 6.8% 1.9% 1.5% 1.0%

50代 35.8% 12.2% 21.7% 16.3% 8.0% 3.4% 1.2% 1.4%
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 スケジュール管理は手帳がトップ！2位のスマートフォンを大きく引き離す 

女性は「手帳」「カレンダー」が７割を占める。男性にはデジタルツールも人気。                            

 スケジュール管理のメインツールについては、1 位の「手帳（40.4％）」が 2 位の「スマートフォン

（20.7％）」と 2 倍近くの差をつけてトップとなった。性別で見ると、女性はさらに「手帳（46.9％）」

の割合が高く、また 2 位には「カレンダー（23.7％）」がランクインしている。両者で全体の約 7 割

を占め、アナログツールへの強い支持が伺える。一方、男性はトップが「手帳（33.9％）」であるの

は同様だが、2 位「スマートフォン（24.1％）」3 位「パソコン（19.9％）」とデジタルツールが続い

ており、男女による傾向の違いが顕著に見られる結果となった。【グラフ１】 

若年層は「手帳」「スマホ」など携帯性重視、中高年層は「カレンダー」「パソコン」など使い勝手を重視                              

 年代別に見ると、「手帳」は 20 代において最も使用者の割合が高く（45.0％）、最も低い 50 代（35.8％）

と 10％近く差をつけた。同じアナログツールでも「カレンダー」においては逆の傾向がみられ、50

代（21.7％）が 20 代（9.9％）と 2 倍以上の差をつけている。また、デジタルツールについて世代別

の傾向を見てみると、「スマートフォン」は 20～30 代で使用者の割合が高く、「パソコン」は 40-50

代の割合が高いことが分かる。これらの結果から、若年層は「手帳」や「スマートフォン」など持ち

運びに便利なツールを好み、中高年層は「カレンダー」「パソコン」など、見やすく使い勝手の良い

ツールを好む傾向が伺える。【グラフ１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【グラフ１】スケジュール管理で、メインに使用しているツール 
（対象：全回答者、単一回答、全体：ｎ＝1653） 

スマホは若年層、パソコンは中高年層で 

使用者の割合が高い 

手帳は20代、カレンダーは 50代で 

使用者の割合が高い 

現在使用しているスケジュール管理ツール 
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小型サイズ 縦長サイズ A6サイズ B6サイズ A5サイズ B5サイズ

全体 21.2% 24.9% 30.4% 19.8% 8.8% 5.0%

20代 15.7% 20.7% 34.3% 26.8% 11.6% 6.6%

30代 19.5% 23.0% 33.9% 23.6% 5.7% 3.4%

40代 20.5% 25.9% 25.9% 18.4% 10.8% 3.8%

50代 29.6% 30.2% 27.4% 10.1% 6.7% 6.1%
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全体 52.9% 16.7% 7.9% 4.4% 6.7% 3.5% 2.8% 2.3% 1.0% 0.5% 0.0% 1.3%

男性 27.7% 27.5% 12.3% 7.1% 8.6% 6.0% 4.0% 3.3% 0.8% 0.8% 0.0% 1.9%

女性 72.3% 8.5% 4.4% 2.3% 5.2% 1.5% 1.9% 1.5% 1.2% 0.4% 0.0% 0.8%
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 手帳のサイズとレイアウトの傾向は？ 

一番人気は A6 サイズ。手帳の携帯スタイルの世代差が人気サイズの傾向に影響  

 手帳の人気サイズは、全体では「A6 サイズ（30.4%）」がトップとなった。世代別に見ると、40-50

代では、縦長・小型などコンパクトサイズが上位を占め、一方、20-30 代では比較的大きめの A6・

B6 サイズが上位を占めた。40-50 代は、昔からの習慣で手帳をスーツ等のポケットに入れて持ち運

ぶユーザーが多いのに対し、20-30 代は鞄に入れて持ち運ぶユーザーが多い。世代による手帳の携帯

スタイルの違いが、人気サイズの傾向にも影響を及ぼしていると考えられる。【グラフ２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手帳のレイアウト、「月間カレンダータイプ」が過半数。男性には「レフトタイプ」も人気  

 現在メインで使用している手帳のレイアウトは「月間カレンダータイプ（52.9%）」がトップで、とく

に女性では 72.3％と非常に高い結果となっている。一方、男性は「月間カレンダータイプ（27.7%）」

と「レフトタイプ（27.5%）」で人気を二分している。さまざまなレイアウトの手帳が登場しているが、

実際には、オーソドックスなレイアウトが変わらずに支持を集めていることが分かる。【グラフ３】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【グラフ３】メインで使用している手帳のレイアウト 
（対象：手帳ユーザー、単一回答、全体：n=916） ※手帳のレイアウト一覧については P8 参照 

【グラフ２】使用している手帳のサイズ 
（対象：手帳ユーザー（システム手帳ユーザーを除く）、複数回答、全体：n=736） ※手帳のサイズ一覧については P8 参照 

40～50代はコンパクトな 

ポケットサイズが人気 

女性に「月間カレンダータイプ」が圧倒的人気！ 

「レフトタイプ」は男性の支持率が高い 

20～30代は 

たっぷり書き込める 

大きめサイズが人気 
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 来年は“併用派”が急増。全体の5割を超え多数派に 

今年は「アナログ派」が約4割でトップ。続く「併用派」も3割以上存在                          

 スケジュール管理ツールとしてメインで使用しているものだけでなく、現在使用しているツールを

すべて聞いたところ、手帳やカレンダーなどのアナログツールのみを使用している人（以下、アナ

ログ派）は 39.7%。一方、スマートフォンやパソコンなどのデジタルツールのみを使用している人

（以下、デジタル派）は 24.7%という結果となった。また、アナログツールとデジタルツールを併

用する人（以下、併用派）は 34.8%で、アナログ派に次ぐ割合を占めることがわかった。【グラフ

４】 

来年は「併用派」が過半数を占めトップに。変化をみせるユーザーの使用スタイル                              

 来年（2014 年）、スケジュール管理をどのように行う予定か尋ねたところ、「併用派」が 21.8％増

加し、全体の過半数（56.6％）を占めることがわかった。スマートフォンなどデジタルツールの普

及が進んでいることから、スケジュール管理においても「デジタル派」の増加がみられても不思議

ではない。「併用派」が大幅に増加する背景には、アナログ・デジタルの二者択一に限界を感じ、

むしろそれぞれの使い勝手や特徴を考慮して、自分なりのスタイルで両ツールを使い分けたい、と

いうユーザーの価値観の変化が感じられる。【グラフ４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ４】スケジュール管理における、「アナログ派」「デジタル派」「併用派」の割合 
（対象：全回答者、単一回答、全体：ｎ＝1653） 

併用派が 21.8%増加し、 

来年は過半数を占める見込み 

アナログ派 併 用 派 デジタル派 

来年のスケジュール管理の予定 

※アナログ派：スケジュール管理ツールとして、アナログツール（手帳、カレンダー、ノート）のみを使用している人 

※デジタル派：スケジュール管理ツールとして、デジタルツール（スマートフォン、携帯電話、パソコン、タブレット PC） 

        のみを使用している人 

※併 用 派：スケジュール管理ツールとして、アナログツールとデジタルツールを両方使用している人 

その他 
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 アナログとデジタルの用途に顕著な違い。「併用派」の使い分けの実態とは？ 

アナログツールとデジタルツールをどのように使い分けているのか？                               

 今後はアナログとデジタルを“いかに使い分けるか？”がポイントになることがわかったが、では、

今年「併用派」のユーザーは、実際にはどのようにツールを使い分けているのか。用途ごとに使用し

ているツールを調べたところ、アナログツールは「仕事・業務の記録」や「自己実現に向けた目標」

「日記」など、自分の考えや思いを整理して記すような用途に多く使用されている。一方、デジタル

ツールは「友人の連絡先」や「ToDo リスト」「マネー管理」など、リスト化・集計など情報を一律に

管理する用途に多く使用されており、両ツールの特徴を良く理解したうえで使い分けされている実態

が伺える。【グラフ５】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【グラフ５】アナログツールとデジタルツールの用途 
（対象：スケジュール管理ツールとしてアナログツールとデジタルツールの両方を使用している人、複数回答、全体：ｎ＝574） 

自分以外の人の予定の把握（プライベート関係） 

仕事関係のスケジュール管理 

仕事・業務の記録 

todo リスト（やるべきこと）の管理 

ID・パスワードの管理 

マネー管理（収入、支出、貯金、株） 

友人や家族の誕生日・記念日の記録 

資格取得などの自己啓発関係のスケジュール管理 

友人や知人の連絡先（電話番号や住所など）の管理 

メディアで得た情報のメモ 

日記 

人生の夢や目標を掲げる 

趣味の記録（本や映画） 

健康・ダイエットに関する記録 

仕事の目標を掲げる 

プライベート関係のスケジュール管理 

アナログツール デジタルツール その他

ア
ナ
ロ
グ
ツ
ー
ル
向
き
の
用
途 

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
向
き
の
用
途 

自分の考えや思いを

整理して記す 

リスト化・集計など 

情報を一律に管理 

アナログツールとデジタルツールの用途 
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 手書きで自分を高める？手書きが好きな人は仕事やプライベートの満足度が高い傾向 

「手書きが好き派」は約7割！デジタルに親しんだ若年層の方が手書きが好き！？                                       

 「手書き」の好き嫌いを調査したところ、「好き（68.1％）」と回答した人（以下、手書き好き派）

が、「嫌い（31.9%）」と回答した人（以下、手書き嫌い派）を大きく差をつけて上回った。性別

では女性の方が「手書き好き派」の割合が高く（77.5％）、世代別では 20 代（74.5%）、30 代（73.9%）

といったデジタルツールにより慣れ親しんでいる若年層の方が、40 代（65.8%）、50 代（57.9%）

よりも「手書き好き派」の割合が高いという意外な結果となった。【グラフ６】 

手書き好きの方が人生の充実度が高い？                             

 「手書き好き派」と「手書き嫌い派」で、仕事の満足度や日常生活における意識や考え方などを

比較したところ、全体的に「手書き好き派」の方が満足度や自己肯定感、向上心が高い結果とな

った。例えば、現在の仕事への満足度では、手書き好き派（58.9%）が、手書き嫌い派（48.8%）

より約 10％も高く、また、手書き好き派の約 6 割（59.3%）が「自分磨きをしている」と回答し

たのに対し、「手書き嫌い派」は約 4 割（43.0%）にとどまった。【P7 表１】 

 この結果について、明治大学文学部 教授の齋藤孝氏は、手書きが好きな人は「上手下手は関係な

く自分の生み出した文字を愛せる、自分に対して肯定的な人たち」であり、また「自分の書く文

字が好きな人は、それを誰かに見せることに抵抗がなく、他者に対してオープンな性格」である

という点が背景にあると解説している。【P7 表１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ６】「手書き好き派」と「手書き嫌い派」の割合 
（対象：全回答者、単一回答、全体：n=1653） 

若年層ほど手書き好きな人が多い 

「手書き」に関する意識と傾向  
（参考：明治大学文学部 教授 齋藤孝氏による解説） 
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仕事に満足している 

※有識者 1339名のみ回答 

58.9% 48.8% 

プライベートに満足している 

68.4% 66.9% 

自分自身のことが好き 

62.3% 57.2% 

自分磨きをしている 

59.3% 43.0% 

ポジティブな性格だと思う 

56.3% 50.8% 

朝活をしている 

51.9% 44.3% 

買いたいものを決めて 

計画的に貯めていく 

63.0% 53.8% 

よく遊んだり普段から連絡を取り合う 

友人が 2人以上いる 
 

69.4% 53.8% 

普段の食生活に気をつけている 
 

74.1% 63.8% 

 

 

 

 

 

  

【表１】「手書き好き派」と「手書き嫌い派」の比較 
（対象：全回答者 、単一回答、全体：n=1653） 

手書き 

嫌い派 

■「手書き力」はコミュニケーション力の強化にもつながる（明治大学文学部 教授 齋藤孝氏） 

文字を書くということは身体性や感触を伴う行為です。若年層ほど手書き好きが多いと

いう調査結果は、デジタルツールに慣れ親しんだ若い人たちほど『身体性の実感』『人間的

な温かみ』を欲しているという表れかもしれません。すべてがデジタルになり情報が誰の

ものかわからない今、手書きにこそ、人間性や本質が表れるのではないでしょうか。 

また文字にはクセも含めた個性が表れます。手書き好きな人は、上手下手は関係なく自

分の生み出した文字を愛せる、自分に対して肯定的な人たちといえます。さらに自分の書

く文字が好きな人は、それを誰かに見せることに抵抗がなく、他者に対してオープンな性

格ともいえます。人と交流する機会も多く、また人付き合いの上手さが奏功し、人間関係

が大きな要素を占める仕事の満足度も高くなるのでしょう。こうした性格が自分磨きや朝

活への積極性につながるとも考えられます。 

最後に手書きの効能ですが、手書きには自分の意識を文字の大きさやかたちに反映できることで、書いた内容が

強く印象に残るという利点があります。また私は学生から相談を受ける際に、話す内容を書き記しながらアドバイ

スをするようにしています。その方が断然、相手の理解度や納得感が上がるからです。このように、 

「手書き力」を高めることは、最終的にコミュニケーション力の強化にもつながるのです。   （写真提供：草思社） 

＋1.5pt 

＋16.3pt 

＋5.5pt 

＋7.6pt 

＋9.2pt 

手書き 

好き派 

＋5.1pt 

＋10.1pt 

明治大学文学部 教授 

齋 藤 孝 

＋15.6pt 

＋10.3pt 
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【参考資料】 

手帳のサイズ一覧 

   

 

 

 

 

 

 

 

手帳のレイアウト一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ジャバラタイプ 

■月間カレンダータイプ 

■レフトタイプ ■メモタイプ 

■2週間タイプ 

■バーチカルタイプ 

■ゾーンタイプ 

■月間横ケイタイプ ■１頁１日タイプ 

■連用タイプ ■１頁２日タイプ 

■小型サイズ：縦15cm×幅10cm以下 

■縦長サイズ：縦17cm×幅9cmくらい 

■Ａ６文庫本サイズ：縦15.5cm×横11cmくらい 

■Ｂ６単行本サイズ：縦18.5cm×横13cmくらい 

■Ａ５サイズ：縦21.5cm×横15.5cmくらい 

■Ｂ５サイズ：縦26.5cm×横19cmくらい 


